
市長定例記者会見

○日時：8 月３日（木） 11：00～

○場所：全員協議会室

１ 開会

２ 発表事項

（1） 宮崎市こころつなぐライン相談を開始しました

資料 1
（ 健康支援課 ）

（２） 宮崎市妊活オンライン相談を開始します

資料２
（親子保健課）

（３） 新型コロナウイルス感染症等について

資料３

（ 健康支援課、新型コロナウイルスワクチン対策課、警防課）

３ 質疑

４ 閉会

※報道解禁：記者会見開始以降















宮崎市こころつなぐライン相談を開始しました

１ 概要
昨年度まで夏季休暇及び冬期休暇に合わせ、市内の小中学生を対象に LINE アプリ
を活用した悩み相談を実施していましたが、今回、相談体制を強化し、全市民を対象に
年中無休で実施します。様々なこころの悩みに、専門の相談員がお応えします。

２ 対象者
宮崎市民（在学、在勤を含む）

３ 運用開始日
令和５年８月１日（火）～ （年中無休）

４ 相談時間
１９時～２４時（受付は２３時半まで）
【拡充期間】
夏季・冬期休暇の時期に合わせ、下記の期間は 17 時～24 時とする。
①令和５年８月１８日（金）～８月３１日（木）
②令和６年１月 ４日（木）～１月１７日（水）

５ 相談方法（宮崎市公式ＬＩＮＥからはじめる場合）
ステップ１
「宮崎市公式 LINE」のトークルームから

▶ ▶相談する こころの悩み LINE で相談 へと進む。
ステップ２
相談専用アカウント「宮崎市こころつなぐライン相談」を友だちに追加。

ステップ３
「相談を開始する」をタップし、いくつかの簡単な質問に答える。
ステップ 4
相談員からメッセージが届いたら相談開始。
※相談は無料、匿名可、予約不要、プライバシーは厳守します。

６ その他
本市の自殺者数は平成１９年以降減少傾向にありましたが、コロナ禍において令和２
年に増加に転じ、令和３年も高止まりの傾向にあります。令和４年１０月に見直された自
殺総合対策大綱では、若者や女性の自殺対策の推進が重点施策の１つとなっており、
本市においても若者や女性を含む自殺対策の更なる強化が必要です。そこで、若い世
代が相談手段の１つとして利用しやすいＳＮＳ（ＬＩＮＥ）を活用した相談窓口を構築する
ことで、より身近な相談支援体制の充実を図り、自殺の未然防止に繋げます。

▼宮崎市公式ＬＩＮＥ

資料１
（記者配付資料）

【問い合わせ先】

宮崎市 健康管理部 健康支援課

電話 29-5286



19:00～24:00 受付
23:30まで

様々なお悩みに、専門の相談員が、チャットで応えます。

ひとりで悩まないで、話してみませんか？

たとえば…。

ご家族のこと。

健康のこと。

経済・生活の不安。

仕事のこと。学校のこと。など。

8/18（金）～8/31（木）と、1/4（木）～1/17（水）は、17:00～24:00に拡大

【個人情報について】•収集した個人情報は適切に取り扱います •同意がない限り、個人情報や相談内容を第三者に共有することはありません。ただし、
生命にかかわる危険性があると判断した緊急時など、関係機関に対して、相談内容を含む個人情報を共有する場合があります •相談内容は、個人が特定
されない形で、今後の相談事業をより良いものにするための検証に利用します。

まずは、左のQRコードを読み取って、友だち登録してください。

スマホでつながる相談室

8/1（火）～
令和5年（2023年）

令和5年（2023年） 令和6年（2024年）

宮崎市

宮崎市こころつなぐライン相談
無料 匿名可 予約不要 市内在住・通勤通学の方

https://lin.ee/KEvscyv


よる7:00～よる12:00 受付は、
よる11:30まで

うけつけ

8/18（金）～8/31（木）と、1/4（木）～1/17（水）は、ゆうがた5:00～よる12:00

はじめに、

右のQRコードを読み取って、

友だち登録してください。

誰にも知られずに、

相談できるので、

安心してください。

8/1（火）～
令和5年（2023年）

令和5年（2023年） 令和6年（2024年）

宮崎市こころつなぐライン相談
みやざきし そうだん

無料 名前は言わなくていいです スグに相談 小学生・中学生でもだいじょうぶ
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https://lin.ee/KEvscyv


妊活相談サポート運用開始について
１ 概要

妊活に取り組む男性、女性、カップル、夫婦、それぞれの不安や悩みに寄り添い、より適

切な妊活に取り組めるよう、LINE を活用した相談サポートを開始します。

２ 運用開始日

令和 5 年 8 月 3 日（木）から

３ 利用方法

お手持ちのパソコン、スマートフォン・タブレット等から、「妊活相談サポート」のサイトへア

クセスできます（下記からアクセス可能）。

・宮崎市公式 LINE

・宮崎市ホームページ

・チラシ掲載の QR コードを読み取る

【宮崎市公式 LINE からアクセスする場合】

ステップ１

「宮崎市公式 LINE」のトークルームから

▶ ▶相談する 妊活・子育て 妊活についての相談 へと進む。

ステップ２

相談専用アカウント「ファミワン ヘルスケア相談サポート」を友だちに追加。

ステップ３

「相談を始める」をタップし、WEB サイトで会員登録後、チェックシートを入力する

ステップ 4

相談を開始する（テキスト相談または ZOOM でのオンライン通話相談から選べる）

４ 相談時間

２４時間、３６５日

電話相談やｗｅｂ面談での相談は要予約

５ 相談内容

妊活、不妊治療をはじめ、月経トラブル、更年期症状、メンタルケアなど、あらゆるヘルス

ケアにおける相談が出来ます。

資料２
（記者配付資料）

【問い合わせ先】

宮崎市 子ども未来部 親子保健課

電話 73-8200

宮崎市民限定無料クーポンコード 「myzk 宮崎市○○」を入力
※○○には住所や勤め先の町名を入力してください

▼宮崎市公式ＬＩＮＥ







宮崎市の新型コロナウイルス感染状況（5類感染症移行後の推移）

5月８日からは、定点報告により感染状況を把握    

直近7月24日～7月30日の定点当たりの報告数は21.13人

※定点当たりの報告数とは？…定点医療機関からの報告患者数÷定点医療機関数（宮崎市内の定点医療機関数は16か所）

21.13

1.82倍
（前週比）

1.03倍
（前週比）

６月から７月にかけて

感染者が急増中

宮崎県の感染状況の区分
※

３－１

資料３
（記者配付資料）

宮崎市の新型コロナウイルス感染状況（5類感染症移行後）

高齢者施設…7施設  

障がい者施設…０施設

医療機関…6施設

集団感染の報告があった
社会福祉施設等の数

宮崎市の新型コロナウイルス感染症
入院患者数

重症者はいないが、入院患者数が増加

しており、医療機関においては負荷が

増加している

社会福祉施設等における感染症等発生時の報告対象

1. 新型コロナウイルス感染症による死亡者または重症者が1週間以内に2名以上発生したとき

2. 新型コロナウイルス感染者が10名以上または全利用者の半数以上発生したとき

※５類移行前に公表していたクラスターの定義（同一の場において、5人以上の感染者の接触歴等が明らかな場合）とは異なります

３－２



ワクチン接種はお早めに！

 
　　令和5年春開始接種は今月で終了します！  

接種費用無料です。お早めに接種をご検討ください。

ご予約は実施医療機関へ直接お願いします。

ご不明な点は、ワクチン特設サイトやコールセンターへお問合せください。

1. 高齢者（65歳以上）

2. 基礎疾患を有する人重症化リスクが高いと医師が認める人（5～64歳）

3. 医療機関等の従事者

高齢者（65歳以上）の接種率
　　　　　（5月8日～7月30日）

宮崎市 全国

46.5％ 52.4%

宮崎市の高齢者（65歳以上）の接種率は
全国と比べて低い状況

令和５年春開始接種対象者（2回以上の接種を終えた、下記に該当する人）

３－３

【市民の皆さまへ】引き続き、基本的な感染対策の継続を！

５類移行後も、流行状況に関心を持ち

自主的に感染を防ぐ行動をとることが重要です

３－４



（発症日※1）

療養期間の目安

0
日目

1
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2
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7
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9
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日目

4
日目

5類感染症移行後は、一般に保健所から新型コロナ患者の「濃厚接触者」として

特定されることはありません。また、法律に基づく外出自粛は求められません。

家族や同居されている方が感染した場合も、外出する場合は基本的感染対策を徹底しましょう。

また、高齢者等ハイリスク者と接触を控える等の配慮をしましょう。

〈医療機関を受診する時はマスクを着用しましょう〉

発症後5日を経過し、かつ症状軽快から

24時間経過するまでの間は、

外出を控えることを推奨

10日が経過するまでは、マスク着用

およびハイリスク者との

接触を控えることを推奨

３－５

令和3年7月 令和4年7月 令和5年7月

宮崎市消防局の救急出動状況（7月1日～31日）

７月の救急出動件数が急増   

発熱症状のある患者（新型コロナウイルス感染症、熱中症等）からの要請が増加している

ことが原因の一つとして考えられる
2,161件

1,842件
1,643件

〈感染対策・熱中症予防を心がけましょう〉

新型コロナウイルス

感染症（疑い含む）

288件

熱中症（疑い含む）

156件

319件
増加

発熱患者分類
（R５年７月中）

３－６


